
入間川流域緊急治水対策プロジェクトにおける取組【東松山市】

主な取組項目 ①感染症に配慮した避難所環境の整備
②洪水浸水想定区域図等による浸水リスク情報の周知
③防災情報の的確・多様な伝達手段の充実・促進

①感染症に配慮した避難所環境の整備

１）避難所・緊急避難場所の追加等

【一般避難スペース】 【感染症予防スペース（教室）】【受付シミュレーション】

自動ラップ式トイレ

ワンタッチパーテーション

・避難者の分散化を図るため、避難所・緊急避難場所を追加するとともに、感染症に配慮した避難所

運営の一環として、一人当たりの面積を３．５㎡として収容人数の見直しを実施

２）感染症に配慮した避難所開設訓練の実施

・感染症対策として自動ラップ式トイレやワンタッチパーテーションを整備し、職員による避難所開設

訓練を実施

➢令和３年度は、総合防災訓練の一環として、住民参加型の避難所開設訓練を予定



②洪水浸水想定区域図等による浸水リスク情報の周知

ハザードマップ改訂

■主な見直し内容

・地震と水害のハザードマップを一冊で作成（Ａ２版からＢ４版サイズへ変更）

・国、県による洪水浸水想定区域や、県による水害リスク情報図の公表内容を反映

・令和元年東日本台風による被害の記録や、学習情報（マイ・タイムラインの作成案内等）を追加

➢令和３年４月に全戸配布するとともに、各地区を訪問し掲載内容を周知

防災に対する意識の向上の取組として、ハザードマップを改訂



③防災情報の的確・多様な伝達手段の充実・促進

・デジタル化更新工事に伴い、市内７５か所の屋外拡声子局 （放送塔）について、スピーカ等

の機器の更新を実施

➢令和３年度では、デジタル化の追加整備として、２０か所程度、屋外拡声子局の新設や

スピーカの追加や変更を予定

・防災行政無線の放送内容を自動で受信できる「戸別受信機」について、防災行政無線デジ

タル化更新工事及び消防庁の戸別受信機配備促進事業を活用し、約３，４００台を整備

➢令和２年度末までに約２，０００台を貸与

１）防災行政無線のデジタル化更新工事／戸別受信機の整備【平成30年度～令和2年度】

２）東松山いんふぉメールの登録促進

・携帯電話・スマートフォンをお持ちの方で、メール機能が使用できる方は、防災行政無線情報を確認できる

東松山いんふぉメールの登録促進

➢出前講座や乳児健診の際、チラシを配布するなどし、登録を促進

【登録を促進している情報】

①防災・気象情報・・・大雨警報など

②防災行政無線情報・・・放送内容

屋外拡声子局（放送塔）

戸別受信機

○登録者数の推移

・Ｈ３１．４ ４，５６６人

・R3.7.18現在 ７，８０３人

※台風被害前から約70％増


